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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成27年4月9日(2015.4.9)

【公開番号】特開2015-37545(P2015-37545A)
【公開日】平成27年2月26日(2015.2.26)
【年通号数】公開・登録公報2015-013
【出願番号】特願2014-156280(P2014-156280)
【国際特許分類】
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   Ｃ２３Ｃ  26/00     (2006.01)
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   Ｃ０７Ｋ  14/415    (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/435    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｌ   29/00     　　　　
   Ｄ０６Ｍ   15/15     ＺＮＡ　
   Ａ６１Ｌ   27/00     　　　　
   Ｃ２３Ｃ   26/00     　　　Ａ
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【手続補正書】
【提出日】平成27年1月27日(2015.1.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フィルター、布、繊維、発泡体、フィルム、コンクリート、レンガ、ガラス、金属及び
プラスチックからなる群から選択される表面に単細胞生物が接着するのを予防する方法で
あって、該方法は該単細胞生物を細胞毒性又は細胞増殖抑制性の活性を欠き、かつＹＤＹ
ＮＷＹ(配列番号１)、ＹＤＹＮＬＹ（配列番号２）、ＦＤＹＮＦＹ（配列番号３）、ＦＤ
ＹＮＬＹ（配列番号４）、ＷＤＹＮＬＹ（配列番号８）、ＦＤＹＮＷＹ（配列番号５）、
ＹＤＷＮＬＹ（配列番号６）、及びＹＤＷＨＬＹ（配列番号７）からなる群から選択され
る配列の１つを含むペプチドを含む組成物に接触させることを含み、該組成物が前記表面
への前記単細胞生物の接着を予防又は低減するとともに、前記ペプチドは環状であり、５
０長以下のアミノ酸を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法において、前記配列ＹＤＹＮＷＹ（配列番号１）が配列ＬＦＳＶ
ＰＹＤＹＮＷＹＳＮＷＷ（配列番号９）又は配列ＬＦＳＶＰＹＤＹＮＬＹＳＮＷＷ（配列
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番号５７）のタンパク質の中に含まれていることを特徴とする方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法において、前記配列ＹＤＹＮＬＹ（配列番号２）が配列ＭＦＳＶ
ＰＹＤＹＮＬＹＳＮＷＶ（配列番号５８）のタンパク質の中に含まれていることを特徴と
する方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の方法において、前記配列ＦＤＹＮＦＹ（配列番号３）が配列ＭＦＳＶ
ＰＦＤＹＮＦＹＳＮＷＷ（配列番号１１）又は配列ＬＦＳＶＰＦＤＹＮＦＹＳＮＷＷ（配
列番号５９）のタンパク質の中に含まれていることを特徴とする方法。
【請求項５】
　請求項１に記載の方法において、前記配列ＦＤＹＮＬＹ（配列番号４）がＬＦＳＶＰＦ
ＤＹＮＬＹＳＮＷＷ（配列番号１８）、ＬＦＳＩＰＦＤＹＮＬＹＳＮＷＷ（配列番号６０
）、ＭＦＳＶＰＦＤＹＮＬＹＳＮＷＷ（配列番号１２）、ＭＦＳＶＰＦＤＹＮＬＹＴＮＷ
Ｗ(配列番号１３)、ＭＷＳＶＰＦＤＹＮＬＹＳＮＷＷ（配列番号１４）及びＭＦＳＶＰＦ
ＤＹＮＬＹＫＮＷＬ（配列番号１６）からなる群から選択される配列のタンパク質の中に
含まれていることを特徴とする方法。
【請求項６】
　請求項１に記載の方法において、前記配列ＷＤＹＮＬＹ（配列番号８）が配列ＭＦＳＶ
ＰＷＤＹＮＬＹＫＮＷＦ（配列番号１５）のタンパク質の中に含まれていることを特徴と
する方法。
【請求項７】
　請求項１に記載の方法において、前記配列ＦＤＹＮＷＹ（配列番号５）が配列ＭＦＳＶ
ＰＦＤＹＮＷＹＳＮＷＷ（配列番号５４）のタンパク質の中に含まれていることを特徴と
する方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の方法において、前記配列ＹＤＷＮＬＹ（配列番号６）が配列ＭＡＳＩ
ＰＹＤＷＮＬＹＱＳＷＡ（配列番号１９）又は配列ＭＡＳＩＰＹＤＷＮＬＹＳＡＷＡ（配
列番号２０）のタンパク質の中に含まれていることを特徴とする方法。
【請求項９】
　請求項１に記載の方法において、前記配列ＹＤＷＨＬＹ（配列番号７）が配列ＭＡＳＩ
ＰＹＤＷＨＬＹＮＡＷＡ（配列番号２１）のタンパク質の中に含まれていることを特徴と
する方法。
【請求項１０】
　請求項１に記載の方法において、前記組成物が凍結乾燥に耐性があることを特徴とする
方法。
【請求項１１】
　請求項１に記載の方法において、前記組成物が細胞の凝集を阻害することを特徴とする
方法。
【請求項１２】
　請求項１に記載の方法において、前記単細胞生物がバイオフィルム中に含まれているこ
とを特徴とする方法。
【請求項１３】
　請求項１に記載の方法において、前記単細胞生物が細菌、真菌、原生動物及び古細菌か
らなる群から選択されることを特徴とする方法。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の方法において、前記真菌が酵母を含むことを特徴とする方法。
【請求項１５】
　請求項１に記載の方法において、前記組成物が霧状、ゲル及び塗料からなる群から選択
される形態にあることを特徴とする方法。
【請求項１６】
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　水を処理して、バイオフィルムの形成又はフィルターの汚損を予防又は低減する方法で
あって、細胞毒性又は細胞増殖抑制性の活性を欠き、かつＹＤＹＮＷＹ（配列番号１）、
ＹＤＹＮＬＹ（配列番号２）、ＦＤＹＮＦＹ（配列番号３）、ＦＤＹＮＬＹ（配列番号４
）、ＷＤＹＮＬＹ（配列番号８）、ＦＤＹＮＷＹ(配列番号５)、ＹＤＷＮＬＹ（配列番号
６）、及びＹＤＷＨＬＹ（配列番号７）からなる群から選択される配列の１つを含む単離
ペプチドを含む組成物で前記水を処理することを含み、前記ペプチドは環状であり、５０
長以下のアミノ酸を有することを特徴とする方法。
【請求項１７】
　動物の身体を由来としない流体中でのバイオフィルムの形成を予防又は低減する方法で
あって、細胞毒性又は細胞増殖抑制性の活性を欠き、かつＹＤＹＮＷＹ（配列番号１）、
ＹＤＹＮＬＹ（配列番号２）、ＦＤＹＮＦＹ（配列番号３）、ＦＤＹＮＬＹ（配列番号４
）、ＷＤＹＮＬＹ（配列番号８）、ＦＤＹＮＷＹ（配列番号５）、ＹＤＷＮＬＹ（配列番
号６）、及びＹＤＷＨＬＹ（配列番号７）からなる群から選択される配列の１つを含む単
離ペプチドを含む組成物で前記流体を処理することを含み、前記ペプチドは環状であり、
５０長以下のアミノ酸を含むことを特徴とする方法。
【請求項１８】
　請求項１に記載の方法において、前記フィルターは逆浸透フィルターであることを特徴
とする方法。
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